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18 (1965) 

静 穏薬 の薄 層クロマトグラフィー補遺

友田正司

A Supplement of Thin Layer Chromatography 

of Sedatives. 

Masashi ToMODA 

Thin layer chromatographys of chlordiazepoxide, meprobamate, reserpine, proma命

zine hydrochloride and chlorpromazine hydrochloride were studied and it was concl-

uded that the solvents showen in Table II can serve as developer and silica-gel as 

adsorbent. These five sedatives can be identified at a time by spraying with Dragerト

dor百 reagentafter treatment with Ehrlich reagent. 

18種の催眠薬および静穏薬の薄層クロマトグラフィーを行なった結果につし、て第4報1）で報

告し，アセトン：エチレンクロリド（15: 85），アセトン：シクロヘキサン（4:6），およびアセト

ン：シクロヘキサン：石油エーテル（4: 5 : 1）の 3種の溶媒でよい分離が得られ，また4種の静

穏薬はアセトン：シクロヘキサン：ェタノール（4 : 4 : 2）およびベンゼン：ジオキサン：アンモ

ニア水（75: 20 : 5）によって良好な分離が得られることを報告した．

本報では既報の 4種の静穏薬に加えて， 4年前から本邦でも市販され多用されて裁判化学上の

対象となることも増加しているクロルジアゼポキサイドについて，シリカゲルを用いた薄層クロ

マトグラフィーによる分離検出を検討した結果について述べる．クロルジアゼポキサイドの薄層

クロマトグラフィーについては Baumlerらりおよび松）[ j 3＞の報告があり，いずれもシリカゲ

ルを固定相として用い， ドラーゲンドノレフ試薬により検出してし、る．

5種の静穏薬の同時検出を目的とした試薬の検討結果を TableIに示す．単一試薬で満足な

結果を得られたものはなく，エーリッヒ試薬および濃硫酸ではクロノレジアゼポキサイドは極めて

不明瞭な淡い呈色しか示さず不適当であれ塩化バラジウム試薬およびドラーゲンドルフ試薬で

はメプロパメートは呈色しない．しかしエーリッヒ試薬とドラーゲンドルフ試薬を併用すれば 5

種の検体の同時検出は可能であれこの場合まずエーリッヒ試薬を噴霧して呈色個所に印をつけ

てから， ドラーゲンドルフ試薬を噴霧する方法がよい．この際にェーリッヒ試薬によるメプロパ

メートの黄色は隠されるが，他の 4物質は燈赤色の呈色を示す．

クロルプロマジンの分離のみを目的とした場合には，アセトン（Rf0.49），メタノール（Rf

0.65）のごとき単一溶媒も用い得るが， 5種の静穏薬の一斉分析に適当な溶媒系は少ない．

Table Eに良好な結果が得られた溶媒系を示す．このうちAおよび Bはすでに第4報で4種の

物質に適当と報じたものであるが， Rf値の一部を修正した．混合検体による検討結果ではこれ

らの溶媒系中ではAを用いた場合に相互の分離が最も明確で、あった．アルミナを固定相として 8

種の溶媒系による分離も試みたが，いずれも Rf値が接近し全検体が溶媒前端近くか，逆に非常

1）友田，村山，吉良，伊達：本年報， No.8～9, 35 (1964). 

2) J. Baumler, S. Rippstein: Helv. chim. Acta, 44, 2208 (1961). 

3）松川い衛生化学， 10,212 (1964). 
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に低い Rf値を示し，よい結果は得られなかった．

Table I. Coloration of sedatives produced by various reagents 

一一一一一一一－－・－一一一
reagent 

Ehrlich reagent Dragendc:a百gentI cone. H2S04 PdCl2 
sample 

一一一一一一

chlordiazepoxide 土（paleyellow) 土（paleyellow) orange red I yellow 

meprobamate orange red yellow 

g~r:;:~:;;~t orange red orange red orange red purple 

reddish purple red orange red reddish purple 

reserpme brown greenish yellow orange red brown 

Table II. Rf values of sedatives 

solvent (A) I (B) 

(19§5) 19 

Ehrlich→ 
Dragendor庇

orange red 

orange 

orange red 

orange red 

brownish orange 

(C) 

benzene : acetone benzene : dioxane : I acetone : cyclohexane : 
28,?6 NH40H I ethanol sample 

--... J (75 : 20 : 5, upper layer) J (4 : 4 : 2) 

chlordiazepoxide 

meprobamate 

promazine-HCl 

chlorpromazine-HCl 

reserpme 

0.38 

0. 18 

0.52 

0.72 

0.86 

0.27 

0.89 

0.48 

0.66 

0.94 

実験の部

(4: 1) 

0.41 

0.23 

0.29 

0.50 

0.72 

検液 クロルジアゼポキサイドおよびレセルピンは 4労クロロホルム溶液， メプロパメート，塩酸プロ

マジンおよび塩酸クロルプロマジンは 4%エタノーノレ捺液を使用．

薄層の作成および展開 第 4報と同様・ただし展開極度 20～22°.

エーリ .. ，ヒ試薬 ρ－dimethylaminobenzaldehyde 4 gを塩酸 100mlに溶解．

ドラーゲンドルフ試薬 日局班．

塩化パラジウム試薬 PdCb 0.5gを濃硫酸少量に溶かし水を加えて 100mlとした．

実験の一部に協力された篠原直美，望月満代江，茂目和子の諸君に感謝する．
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